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■ はじめに

　「人とのつながりのあり方が変わった」「かえって人

との「つながり」が大事であることが認識できた」

「対面が減り，人とつながらないことが増えて楽に

なった」……こうした言説は，新型コロナウイルス感

染症の流行拡大により，さまざまなところで見聞きす

るようになった。それは，外出の機会の減少や遠隔コ

ミュニケーションの推進，コミュニティや組織におけ

る共同体意識の涵養に寄与していた出来事の中止など

を背景としている。

　もっとも，「つながり」が人口に膾炙し，私たちの

耳目を集めるのはこれが初めてではない。地域や家

族，友人知人，職業，余暇等々……これらにおける他

者との「つながり」は，社会の変化に合わせてそのか

たちや意味，価値のありようを変化させてきた。そし

て，その変化のありようは，ときに社会問題として認

識されてきた。たとえば「家族」だけみても，近年の

パートナーシップの多様性をめぐる議論や，孤独死，

未婚化，少子化……など，いくらでも「つながり」を

めぐる社会問題化の来し方の言説を挙げることができ

る。つまり，私たちは「つながり」をいつでも気にし

ていて，そのあり方や是非について議論し続けている

と言ってよいだろう。

　とはいえ，新型コロナウイルス感染症の流行が，既

存の「つながり」のありようを振り返ることを「あら

ためて」多くの人に余儀なくさせたのもまた事実であ

ろう。そこでは，何が変化したのか，何が問題なのか，

何が重要なのか，そして，未来はどうあるべきかを議

論する契機となっている。たとえば「リモートワー

ク」や「遠隔講義」といった言葉をめぐってさまざま

な議論と実践が急速に積み重ねられたところに見られ

るように，技術的支援の文脈で「つながり」がフォー

カスされるといった特徴もあった。

　こうした社会の様相と呼応して，アカデミアでも，

「つながり」を対象とした研究がさまざまな領域・分

野で，またさまざまな方法で取り組まれてきた。そし

て，新型コロナウイルス感染症の流行を契機として，

その裾野は広がり続けている。もはやその全容とそれ

ぞれの来歴を把握することは難しいが，しかし，こう

も考えられるのではないか。私たち個々の取り組みが

いくらかでも「つながりの探求」という特徴をもって

いるのならば，「つながり」というキーワードを軸に，
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お互いの異同を確認しつつ，私たちは協働することも

可能なのではないだろうか。

　質的心理学会に引きつけてこの問いについて考えた

い。質的心理学は，もとより心理学をその基盤としな

がらも，多領域と連動して発展してきた（やまだ・麻

生・サトウ・能智・秋田・矢守，2013）。つまり，質的心

理学，もとい質的心理学会は，異なる学術的バックグ

ラウンドと関心をもつ人びとが集うアリーナなのであ

る。では，多様であることを前提としつつ集っている

私たちは，どのようにして対話を成立させているの

か。あるいは，何が共通しているのか。

　本特集では，このことについて考えたい。そのため

には，いま一度，質的心理学会に集う人びとが「つな

がり」をどのように考えてきたのか，そして，「つな

がり」に対する社会の人びとの実感をどのように捉え

てきたのかを振り返り，その射程や意味について議論

することが必要であろう。そこで，本特集では，多様

な分野・領域から，「つながりの実感」について，そ

れぞれの専門や研究実践をもとにご報告いただく。

　以下では，筆者らの専門あるいは関心のうち，「社

会学分野」「保健医療学分野」をまずは取り上げる。

さらに，新型コロナウイルス感染症の流行によってと

くにクローズアップされた「つながり」の様態として

遠隔コミュニケーションがあるが，その具体例として

「大学遠隔教育」も取り上げる。そして，それぞれの

「つながりの実感」についてその射程と意味をごく手

短かにレビューしたい。それにより，各特集論文の詳

細な議論をつなぐ糸口を示したい。

■ 社会学分野における「つながり」

1．社会学の主題としての「つながり」

　社会学にとって「つながり」とその「実感」とはい

かなる意味のもとで，どのように取り扱われているだ

ろうか。これについて考えるために，社会学の新旧教

科書から社会学の自己規定を見ていこう。

　社会学そのものの概念規定は，厳密にはそのと

る立場によって異なるきわめて難しい問題である

が，一般にはごく簡単に「人間の共同生活を研究

する科学である」といわれる。

 （田野崎，1988, p.31）

　……社会学とはよりよい共同性のための秩序構

想の学である。 （盛山，2017, p.14）

　両者を並べて見るに，まずは社会学の主たる探求対

象が 30 年前から現在に至るまで「共同性」であるこ

とが謳われ続けていることがわかる。この「共同性」

を「つながり」の結果として生じたもののひとつとし

て捉えられる。

　「つながり」について考えよう。直観的には，地

縁・血縁・情愛・信頼・忠誠心・利害関係・組織への

メンバーシップといった他者との結びつきの条件と，

町内会・家族・仲間・友人・会社といったその具体的

なありようを私たちはしばしば「つながり」と呼んで

いる。これらは，社会学研究の中心的な探求対象であ

る。

　しかし，本特集は「つながり」だけではなく，「つ

ながりの実感」という言葉を採用している。この「実

感」はやや注意が必要な概念であると思われる。共同

性がどのようにして成立しているのか─すなわち，

「社会秩序はいかに可能か」が社会学の根本的な問い

のひとつである。社会秩序の成立においては，他者と

何らかの関係性を取り結ぶことはその基本的なあり方

であるが，そこで「つながりの実感」が社会の成員に

経験されるということは，それ自体特殊な現象である

と言える。

　たとえば「家族への信頼を実感する」という文章を

考えてみるとよい。家族であることをするとき，私た

ちはいちいち家族であることを実感しない。他方，家

族であること，さらにはそこでの他我の間に信頼なる

ものの存在を「実感」するときは，それが何らかの出

来事を契機として当人にクローズアップされたときで

あろう。

　社会（科）学では，こうした当人の経験のクローズ

アップについて，研究者が当人の意識を問うことでそ

の機会を作り出してきた。一方で，そこで問おうとす

る鍵概念が，人びとの文脈依存的な使用のただなかに
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おいて，どのように扱われているのかを記述的に解明

しようとする方向での取り組みもある。以下では「つ

ながりの実感」の具体的な検討事例として「信頼」概

念を対象にしたものを取り上げる。前者の取り組みと

して代表的なものは社会関係資本論である。質的心理

学のありうるアプローチとして，後者に類するものは

重要であろう。そこで，後者の取り組みとしてエスノ

メソドロジーを取り上げる。

2．社会関係資本論からみた「つながりの実感」

　社会関係資本論（Social Capital �eory）は，社会学に

おいてその素地を固められたものであるが，現在は経

済学や政治学，公衆衛生学など近隣領域で広く用いら

れ，議論されている。この分野を切り開いた政治学者

のパットナムは，社会関係資本について次のように定

義している。すなわち「社会資本は，調整された諸活

動を活発にすることによって社会の効率性を改善でき

る，信頼，規範，ネットワークといった社会組織の特

徴である」（Putnam, 2001/1993, pp.206-207），と。なお，

この定義は社会学者であるコールマン（Coleman, 

2004/1990）の議論に拠ったものである。

　この定義に見られるように，パットナムは社会関係

資本の構成要素のひとつとして「信頼」を重視してい

る。「信頼」は，アメリカで 2 年ごとに実施される「総

合的社会調査（GSS）」での「多くの人は信頼できる」

と考える人の割合により測定されている。そして，こ

の回答の割合が過去 40 年間で減少していることを

もって，パットナムはコミュニティの衰退としてき

た。

　このパットナムの取り組みでは，いわゆる個人の社

会に対する一般的信頼に照準している。一方で，社会

関係資本論では，特定の人物や組織に対する個人の信

頼，すなわち特定化信頼の程度について探求する方面

での発展もある。これらの取り組みは，地方における

コミュニティ活性化を目指した政策立案のために実

施・参照されることもある。

　社会関係資本研究の規模拡大にあわせて，いくつか

の動向レビューもまとめられている。たとえば，近年

の社会学における社会関係資本論研究の動向について

は，三隅（2015）がある。また，稲葉（2007, 2011）は，

より広範に社会関係資本研究の展開と実践についてま

とめている。

3．信頼論における「つながりの実感」

　「信頼」概念をめぐるもうひとつの方向性として，

経験的研究による信頼論が挙げられる。「信頼」概念

を戦後最初に経験的研究の鍵概念として取り上げたの

は，初期エスノメソドロジー（Ethnomethodology: EM）

であった。

　初期 EM は，構成的現象学の影響がみられる期待

破棄実験にみられるように，成員が慣習やルールの存

在を当然視し，かつそれを人びとが守るだろうという

期待を有していること─これを EM の創始者であ

るガーフィンケル は「信頼」と呼んだ─に注目し，

それを故意に揺るがすことにより，かえってそうした

信頼の存在が当事者視点からみて秩序成立の鍵である

ことを明るみに出した（Gar�nkel, 1963; 秋谷，2018）。

　もっとも「……ガーフィンケルは現在，社会秩序

を，それを支える信頼を明らかにすることなしに，『観

察可能かつ報告可能』にする行為を通して継続的に産

出されるものとして考えている」（vom Lehn, 2014, p.75）

と指摘されているように，現在の EM においては，

信頼それ自体への注目は，当事者主義的観点から観察

可能かつ報告可能な実践的方法へとその照準が移行し

ていくに従って薄れていく。

　一方，信頼を現在の EM 研究のトピックとして再

構成しようという動きもまた出てきている。西山は，

政治学の文脈上にある先述のパットナムに代表される

計量分析やその他制度論や実験研究に対して，「……

具体的な社会的文脈が当事者たちによってどのように

理解されているかという次元を軽視してきたきらいが

ある」（西山，2018, p.133）と指摘している（西山，2019

も参照のこと）。そして，その空隙を埋める取り組みの

ひとつとして，「政治学における信頼研究がエスノメ

ソドロジーの視点を取り入れて『人びとの信頼関係』

と『制度』を切り離さずに一つの社会的場面として捉

えていくというものになるように思われる」（西山，

2018, p.133）とその可能性を示している。このような
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方向性は，後年にガーフィンケル（Gar�nkel, 1988）が，

研究者が社会秩序を説明するために用いてきた諸概念

について，人びとの実践に差し戻して再特定化すると

いう EM の基本方針とも合致するものである。この

方向性での信頼研究はいまだ萌芽段階ではあるが，今

後の展開が期待される。

■ 保健医療学分野における「つながり」

1．実践が展開される場としての「つながり」

　保健医療学分野は実践の学問である。机上の議論や

研究に加え，各専門性をもって実践を為し，成果を出

すことを学問の性質として備えていることが大きな特

徴である。その実践は多岐に渡り，複数の研究で詳細

に記述されている。例えば，保健所や学校保健・産業

保健等では疾病予防や健康増進，病院では疾患の急性

期（前田・西村，2020）から回復期（坂井，2019），慢

性期（西村，2001），そして終末期に至る患者の多様な

治療や看護（村上，2013, 2016; 西村，2014, 2016），地域

医療においては，地域包括ケアシステムの担い手とし

ての訪問看護（村上，2018）や介護（六車，2012; 細馬，

2016）などがある。

　記述された現場の模様からは，実践に通底する特徴

が見えてくる。それは，いずれも“人々がその場に共

に在ること”である。言い換えると，保健医療学の特

徴でもある実践は，対人的「つながり」を前提にして

成り立っていると言える。それを裏付けるように，看

護学では 1950 年代以降に対人関係を中心的に扱う理

論 が 生 成 さ れ て い た（Peplau, 1973/1952; Travelbee, 

1974/1971）。他方で，対人的「つながり」は保健医療

専門職にとってはあまりにも自明なことであり，主題

的に問われることが少なく，「つながり」の成果が問

われることが多かった。では，原点に立ち返り「つな

がり」で何がなされているのかを考えてみよう。

2．実践を支える「つながり」「つなげる」「つながる」

　先に挙げたような保健医療学分野の研究や現場を眺

めてみると，「つながり」「つなげる」「つながる」な

ど複数の位相があることがわかる。具体的な場面に立

ち返りながら見ていこう。

　まず実践の形として多いのは，専門職としての「つ

なげる」実践である。介護場面では，介護するからだ

が高齢者の動きをしなやかにつなげ
4 4 4

，円滑な日常生活

を可能にしていた（細馬，2016）。また，精神疾患関連

の看護や社会福祉では，母子関係や保護者と児童相談

所間の「つながり」を修復する「つなげる」実践が展

開されていた（村上，2017; 鈴木，2017）。さらに，複数

の看護師が複数の患者を看る病院の看護実践において

は，“申し送り”という活動が協働を可能にしていた。

それは，実践者同士のつながり
4 4 4 4

でもあり，患者のケア

を 24 時間途切れることなくつなげていく
4 4 4 4 4 4

ことでも

あった（前田・西村，2020）。これらは，「つながり」

というある目指される形に向かい，専門職が様々な水

準で「つなげる」という意図的な介入を行うことが実

践として為されていたと言える。

　他方で，「つながる」は少し様相が異なる。看護を

はじめとする対人援助の場面では，援助の基盤となる

相手の理解が難しい場面がしばしばある。そこで「つ

ながる」がケアのプラットフォームとして生じていた
（村上，2013;　Kameda & Suzuki,　2018）。例えば，意思

疎通困難とされる遷延性意識障害患者のケアに携わる

看護師は，間身体的に患者とつながる
4 4 4 4

ことでケアやそ

の都度の判断を成り立たせていた（西村，2001）。中動

態である「つながる」は「つなげる」ような意識的な

ものではなく，むしろケアを志向する中で自ずと為さ

れていた型だと言える。

　以上のことから，次のようにまとめることができ

る。保健医療学分野における「つながり」は，疾患や

老化，人間関係の歪みで「つながり」が途絶えた人々

の間に入り，修復したり補う実践であったり，多様な

次元の人々との接続を可能にするものであった。この

ような「つながり」は，常に既に在る，もしくはいつ

でも為しうるものであった。当たり前が崩れたとき，

その意味や意義があぶりだされ，価値が再認識される

ことは多々ある。今，保健医療学分野は実践の基盤と

なっていた「つながり」をめぐる新たな気付きを得，

本質に立ち返りつつ次の発展に向かう転換点に立って
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いるのかもしれない。

■ 大学遠隔教育における「つながり」

　情報コミュニケーション（ICT）分野は情報ネット

ワーク技術によって人々の「つながり」を実現する分

野であるといえる。加えて，昨今のコロナ禍において

は，企業における在宅でのリモートワークや各種教育

機関でのオンライン授業などがにわかに差し迫った社

会的課題として要請され，さまざまな立場の多くの

人々がこうした技術を通じての「つながり」を経験す

ると同時に，その難しさも実感している。

　ICT 分野においては，「つながり」は「つながらな

い」というところから始まる。こうしたハード面での

情報通信技術なしには，人間同士の遠隔コミュニケー

ションはスタートを切ることすらできない。そのた

め，ICT 分野ではまずはハード面が先行し，またそ

れ故に注目されがちである。しかし，ここは質的心理

学会である。ネットワークコミュニケーションのため

のハード面での技術だけではなく，やはりそこでのや

りとりの内容や意味，質といった側面に徐々に深く踏

み込んでいきたいところである。

　もちろん，ICT 分野においても，例えば，ICT 技

術を用いて人間同士の共同活動を支援する協働活動支

援（CSCW, Computer-supported cooperative work）の分野

では，徐々に日常化してきていた Skype や作年度から

爆発的に利用者が拡大した Zoom などの遠隔コミュニ

ケーション支援ツールが社会的に普及するはるかに以

前から，チャットや Wiki，TV 会議システムなど，遠

隔の利用者の間での協働を支援するさまざまな技術の

提案や試作が進んでいた（石井，1994; 岡田・西田・葛

岡・仲谷・塩澤，2002）。視線や表情などの非言語行動

の重要性や音声のわずかな時間的遅延といった，多く

のユーザが今日のコロナ禍で初めて体験し気づいたで

あろう，遠隔コミュニケーションの難しさについて

も，既にさまざまな指摘や提案もある。しかし，残念

ながら，少なくとも日本においては，つい最近までは，

これらの技術は社会的に普及し，多くの人びとに日常

的に利用されていたとは言い難い状況だったといえ

る。その意味で，これらの関連分野においては，今日

のコロナ下の状況は，自分たちが長年試行錯誤してき

た成果が本格的に問われる「本番」がいよいよやって

きたというように捉えられるかもしれない。

　今回の特集で取り上げる教育工学（坂元・永野・岡

本，2012）についても，背景となる状況などは上記の

CSCW などと共通している面が多い。その対象範囲

は必ずしも遠隔講義などのネットワークコミュニケー

ションという形態に限られるわけではなく，視聴覚教

育のための機器や教材，オフラインで使用されるドリ

ル教材や，学習者が直接操作するものではない学修管

理システムなども含まれる。しかし，同時に，イン

ターネットの普及に応じて遠隔教育の可能性と需要が

高まるのに合わせて，そのウェイトは増してきている

といえるだろう。特に大学などの高等教育において

は，異なる場所と時間にいる学習者への学習機会の提

供 と い う 観 点 か ら そ の 重 要 性 は 高 い（ 中 川・ 苑，

2017）。

　今世紀に入り，文部科学省も大学教育においてイン

ターネットなどの ICT 技術を活用した遠隔授業を承

認，推奨してきていた。しかし，現在進行中のコロナ

禍において実際に起こったのは，大学などの高等教育

機関や所属教職員の遠隔教育への準備不足が期せずし

て露呈したということだったのではないだろうか（現

代思想，2020, 10 月号）。そのため，コロナ以前から教

育工学で研究・実践に携わってきた方々が対応に駆り

出された機関や組織も多いだろう（村上，2020）。

　教育工学の一下位分野である協調学習支援（CSCL, 

Computer-supported collaborative learning）は，複数の学習

者同士がお互いにコミュニケーションをとりながら協

同で知識構築や問題解決を行うことを通じて学び合う

活動をコンピュータによって支援しようとする研究分

野である（加藤・望月，2016）。ごく簡単には上記の

CSCW の教育版とも言える一方で，背後には状況論

的学習論の影響も大きい。そのため，教師から学習者

への一方向的な知識伝達という学習観を超えて，双方

向性や学習者の積極的な参加，学習者同士の学び合い

といった観点が重視されてきた。「主体的・対話的で

深い学び」の実現を目指す「アクティブラーニング」
（中井，2015）が 2012 年の文部科学省中央教育審議会
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答申『新たな未来を築くための大学教育の質的転換に

向けて』1）を受けて広く社会的に喧伝されるようにな

る以前から，CSCL の分野では同様の方向性での取り

組みがより学術的な理論的背景を持って行われてきて

いたのである。この分野の研究開発者たちは，ツール

を作ることをゴールとしているのでは決してなく，そ

れらのツールがリソースの一つとして組み込まれた学

習活動やそのための学習環境のデザインを目指し，模

索を重ね，知見を蓄積してきている。実際，現在のコ

ロナ禍での遠隔授業への対応について，主に高等教育

を対象としていち早く刊行された教科書である福村・

飯箸・後藤（2020）において，遠隔講義のためのツー

ルの使用法の解説に留まらず，オンライン授業に関す

る歴史的背景の概説や，理科教育や教育実習といった

遠隔授業のハードルが最も高いと思われる領域を対象

とした実践の紹介などを盛り込むことができているの

も，こうした関連分野でのコロナ以前からの地道な取

り組みの成果の現れであるといえるだろう。

　しかし，大学での学生の活動は「勉強・学問」だけ

ではない。それ以外にも，サークル活動やアルバイ

ト，公共スペースなどでの友人たちとの自由な歓談，

学園祭など，実に多様な活動があるはずである。大橋
（2020）は，こうした多様な活動に従事する各種の身

体がコロナ禍の大学においては消失ないし変容したと

いう。特に新入生については，本来ならば，「大学で

の学び」というものがそもそもどのようなものであ

り，それが高校までの教育とどのような点で異なって

いるかという学問の側面だけでなく，上記のような多

様な活動のすべてが広義の大学生活を構成する重要な

要素になっているということをキャンパス内外での生

活を通じて徐々に実感していく（世界思想社編集部，

2014; 溝上，2006）。しかし，2020 年 4 月に入学した 1

年生はこうした機会を奪われ，そして互いに情報交換

できる友人などと知り合う機会もないまま，自宅での

遠隔授業漬けの環境に投げ込まれた形となった。その

孤独感は相当なものであるだろう。当然のことなが

ら，大学生にとっての「つながり」は授業での教員と

の（ともすれば一方向的になりがちな）つながりのみに

限られるわけではなく，さまざまな場所・状況での多

様な関係者との交流をより広く含むものであり，前者

は後者に依存しているという側面さえあるということ

を再認識しないわけにはいかない。

　もちろん，大学関係者の多くは新入生が置かれるこ

とになるであろう危機的状況を程度の差こそあれ予測

はしており，遠隔での新入生ガイダンスのための方法

などについての模索も行われてきた（村上・佐藤・大

山・権藤・浦田・根岸・浦西・竹村，2020）。今回の特集

では，こうした現在進行形のコロナ禍での大学教育環

境においてこうした多様な「つながり」をどのように

して形成・維持・発展させられるかという観点からの

議論も重要なトピックの一つとなる。教育工学や特に

その中での遠隔授業についての研究と実践の蓄積はこ

の点に関して多くの指針や示唆を与えるものとなるこ

とが期待される。

■ おわりに

　ここまでで，「社会学分野」「保健医療学分野」「大

学遠隔教育」について駆け足で概観した。そこで見出

されたのは，次の共通点である。（1）「つながり」は

「人と共に在ること」をまず前提としている。（2）そ

の探求においては，「人と共に在ること」がうまくい

かない状況・状態（だという人びとの実感）を出発点と

することがある。

　一方で，「つながり」に対するアプローチは，おお

よそ次の二つに大別される。（a）「つながり」の探求

は，それを可能にする技法（とそれを媒介するテクノロ

ジー）の観点から検討される。（b）「つながり」は，

活動の達成とそれによる個人の心的充足から検討され

る。

　未来構想に対するアプローチの点についても違いが

みられた。「保健医療学分野」では，「つながらない」

ことの把握により，「人間関係の歪みで「つながり」

が途絶えた人々の間に入り，修復したり補う実践で

あったり，多様な次元の人々との接続を可能にする」

ことが目指されるものであった。こうした技法に焦点

化した現状把握と，それをベースにした修復・補修，

さらには「よりよいつながり」の設計へ進もうとする

やり方は，「よりよい共同性のための秩序構想の学」
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を標榜する社会学も共有するものである。ただし，

「よりよいつながり」の設計と社会実装の手段は，ど

ちらの分野にも備わっているものではない。したがっ

て，アクションリサーチによる現場との協働や，社会

運動や政策提言などの政治的活動といった，応用発展

的取り組みを別途構想し実践することが必要になる。

その点で，「大学遠隔教育」は，もとより工学的関心

による目的の技術的達成が前提にあることから，未来

構想へのアプローチは研究の構想と実践にあらかじめ

組み込まれている。

　「つながり」を軸に，さまざまな分野（あるいはその

下位領域にある多様な取り組み）の間の共通点と相違点

のいくつかが明らかになることは，異分野融合的場で

ある質的心理学会における対話と協働を促進する一助

となろう。もしかすると，「つながり」について，具

体的な対象・方法・未来構想のいずれか，あるいはそ

の組み合わせにおいて，すでに他分野においてなされ

ていたり，自分野内ではさほど考慮されてこなかった

発想を得るなど，相互参照の途も開けるかもしれな

い。

　本論で示した議論の糸口は，今回ご寄稿いただいた

特集論文において，具体的な調査や分析のもと，より

掘り下げられている。本論および特集論文をひとつの

起点として，質的心理学会という異分野融合的な場に

集うみなさまの関心や具体的な実践を開陳いただきな

がら，積極的な議論をしたい。

注

1） https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/

toushin/1325047.htm
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